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⑨その他の創意工夫による取組み
	区分及び事業名
※１から４のいずれか該当するもの一つに○を付し、（　　　）に事業名を記入してください。
※１から４の複数の区分に該当するものについては、それぞれ用紙を分けて記入してください。
	１　人権相談分野（事業名：　　　　　　　　　）
２　地域就労支援分野（事業名：子育て世代向け就労促進のための講座・相談窓口対応）
３　進路選択支援分野（事業名：　　　　　　　）
４　生活上のさまざまな課題等の発見又は対応分野
（事業名：　　　　　　　　　　　　　　　）

	取組内容
※府ホームページへは当様式に記載されている内容を原則そのまま掲載いたします。また、記載にあたりましては現状、現状における課題及び当該課題解決へ向けた取組み内容をできるだけ詳細に記入してください。
【新規・継続の別】　※該当する方に○を付してください。
　 １．新規
　２．継続 【交付対象となった年度：　　　　】

【 現 状 】
子育て支援センターを利用している女性へのグループワークなどで、市内において、子育て世代の女性が結婚・出産を機に離職している層が多く存在していることがわかった。こういった者の中に、将来的には就労をしたいと希望しているが、ブランクがあることによって再就職に対して不安があることや、子育てと仕事の両立のイメージが湧かないことなどにより就労に対して具体的に動き出せない者が一定数存在している。

【現状における課題】
市内において、子育て世代や女性を対象としたスキルアップのための講座や、実際の求職活動に向けた講座は多く存在しているが、そこに参加するまでの意欲はまだ持てていない上記のような層への取組みは不足している。

【取組み内容】 ※継続実施分について、取組み内容を拡充する場合は、その内容を追記してください。
仕事と子育ての両立のイメージが湧かないことや、働くことへのブランクがあり、就労への不安等を抱えている子育て中の無業の者を対象に、仕事と子育ての両立の実例を聞くことによって就労への意欲喚起につなげる講座を実施した。
また、市内の子育て支援センターと連携し、就労へのサポートだけではなく、就労を考えた際に必要となってくる保育園への申請のサポートや、子育て相談など子育て世代が抱える課題についてのサポートも同時に行い、より円滑な求職活動につながるよう就労支援窓口にて継続的に就労支援を実施した。



